





























































なKYT基礎 4R法から 1人 KYT短時間 KYT
等様々な種類の危険予知トレーニングを体験す
ることができた。
圭よ生
図2 指差し唱和
本研修では中部安全衛生サービスセンターの方を講師に招き、複数人から 1人まで様々な人
数で行う危険予知トレーニングについて研修を行った。特にワンポイント KYTは所要時聞が
10分程度であることから、朝礼時などに行うことが可能な実践的な手法であった。また、
KYT4R法を応用した問題解決 4R法では日常的な問題点を洗い出し、解決するために有効な手
法であった。研修を通して危険認識の共有には否定的な表現(例 保護メガネをしていない)
ではなく肯定的な表現(例.裸眼で00をしている)を用いて議論することの有効性を認識し
た。
